
洲
マ
イ
ホ
ー
ム
競
売

ω年
度
住
宅
ロ
ー
ン

銀
行
、
延
滞
に
備
え
対
策

不
況
の
た
め
住
宅
ロ

l
ン
の
返

済
に
行
き
詰
ま
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
競
売
で
失
う
人
が
増
え
て
い

る
。
住
宅
金
融
支
援
機
構
(
旧
住
宅

金
融
公
庫
)
が
侃
年
度
に
競
売
に

か
け
た
住
宅
は
記
録
の
あ
る
但
年

度
以
降
で
最
多
と
な
り
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
の
各
地
裁
の
競
売
件

数
も
急
増
。
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
大
幅

住
宅
口
l
ン
の
延
滞
と
競
売

日
目
返
済
が
滞
る
と
民
間

Z
旧
U
G
金
融
機
関
の
場
合
は

3
カ
月
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
で

も
半
年
た
て
ば
担
保
物
件
を
売
却

し
て
資
金
回
収
に
入
る
と
さ
れ

る
。
最
近
は
景
気
悪
化
や
地
価
下

落
で
買
い
手
が
つ
か
な
い
物
件
が

10 
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最
多

不
況
で
破
綻

8
0兆
円
)
の
う
ち
2
割
を
占
め

る
貸
手
だ
。
一
時
的
に
返
済
額
を

軽
減
す
る
な
ど
の
措
置
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
救
済
さ
れ

な
い
借
り
手
が
増
え
て
い
る
。

都
市
部
の
競
売
の
入
札
結
果
を

調
査
し
て
い
る
不
動
産
鑑
定
会
社

三
友
シ
ス
テ
ム
ア
プ
レ
イ
ザ
ル

(
東
京
)
の
デ
ー
タ
で
も
、

ω年

度
下
半
期
に
急
増
。
問
機
構
や
民

間
金
融
機
関
分
な
ど
を
合
わ
せ
た

東
京
、
大
阪
両
地
裁
の
競
売
(
入

札
)
件
数
は
前
年
同
期
の
1
・
8

倍
G

名
古
屋
地
裁
で
も
同
1
・
6

倍
に
膨
ら
ん
だ
。

日
本
経
団
連
の
調
査
で
は
、
大

企
業
の
こ
の
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
の
平

均
妥
結
額
は
前
年
夏
よ
り
目
・
ぬ

%
の
大
幅
減
c
金
融
・
不
動
産
関
連

業
界
で
立
、
ボ
ー
ナ
ス
月
に
通
常

よ
り
多
く
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
借
り
手
が
6
月
で
返
済
を
あ

き
ら
め
る
「
6
月
危
機
」
を
懸
念

す
る
声
が
出
て
い
る
。
(
松
浦
新
)

に
、
住
宅
ロ

l
ン
の
返
済
計
画
の

見
直
し
を
支
援
す
る
専
門
部
署
を

立
ち
上
げ
た
。
地
区
ご
と
に
返
済

見
直
し
の
相
談
会
を
開
催
。
住
宅

ロ
l
ン
を
借
り
た
顧
客
の
口
座
に

つ
い
て
、
給
与
が
い
ま
ま
で
通
り

支
払
わ
れ
て
い
る
か
、
預
金
が
急

激
に
減
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
点

検
。
支
払
い
が
苦
し
く
な
り
そ
う

な
顧
客
に
は
、
相
談
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
た
り
、
計
画
見
直
し

の
相
談
に
の
っ
た
り
し
て
い
る
口

「
負
担
軽
減
」
の
代
表
的
な
手

法
は
返
済
期
間
の
延
長
だ
。
東
邦

銀
行
(
福
島
県
)
は
、
返
済
を
見

窓
口
設
置
・
返
済
延
長
も

第
二
地
方
銀
行
協
会
長
の
小
島

信
夫
・
京
葉
銀
行
頭
取
は
、
そ
う

心
配
す
る
。
ボ
ー
ナ
ス
分
を
上
乗

せ
し
、
普
段
よ
り
も
返
済
額
が
増

え
る
6
i
7月
に
は
、
な
ん
と
か

や
り
く
り
し
て
い
た
世
帯
が
限
界

に
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
た
め
、
京
葉
銀
で
は
2
月

に
、
早
め
に
相
談
し
て
ほ
し
い
、

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
日
1
面
参
照

「
去
年
か
ら
の
『
派
遣
切
り
』

や
賞
与
の
減
額
で
、
こ
の
先
、
住

宅
ロ

l
ン
の
延
滞
が
出
て
く
る
。

前
も
っ
て
準
備
し
て
お
か
な
い

と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
」

直
す
場
合
、
通
常
は
借
入
日
か
ら
十
手
の
状
況
に
応
じ
、
①
返
済
期
間

最
長
お
年
以
内
の
返
済
し
か
認
め
一
の
最
長
日
年
延
長
②
一
定
期
間
の

な
か
っ
た
の
を
、

2
月
か
ら
印
年
一
返
済
額
軽
減
(
期
間
後
は
増
額
)

以
内
に
ま
で
延
ば
し
た
D

一
③
月
々
の
返
済
を
増
や
す
代
わ
り

多
く
の
銀
行
が
取
り
扱
っ
て
い
一
に
ボ
ー
ナ
ス
月
の
支
払
い
を
減
額

る
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
「
フ
ラ
一
|
!
と
い
っ
た
対
応
が
受
け
ら
れ

ッ
ト
お
」
な
ど
の
場
合
は
、
借
り
一
る
可
能
性
が
あ
る
。

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
住
宅
ロ

l
ン
が
返
せ
な
い
世

帯
が
急
増
す
る
「
6
月
危
機
」
に

備
え
る
銀
行
が
出
て
き
た
。
リ
ス

ト
ラ
や
ボ
ー
ナ
ス
削
減
で
、
借
り

手
の
収
入
が
揺
ら
い
で
き
て
い
る

か
ら
だ
。
金
融
機
関
側
は
、
せ
っ

ぱ
詰
ま
っ
て
返
せ
な
く
な
る
前

民主


